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医療倫理学 III 必修 1 2   今井浩光 

【科目名の英文】  Medical Ethics III 

【授業の概要】 

 研究倫理、公衆衛生倫理、薬害、の三つのテーマを取り扱う。臨床研究の歴史を概観し、社会と研究者の関わ

りや研究倫理の考え方の変遷と、現代の各倫理指針が整備されて来た過程を理解し、今後の研究のあり方に

ついて考察する。公衆衛生倫理では、社会、集団を対象とする医学的介入の意味と倫理を俯瞰する。薬害につ

いては、歴史と背景について理解する。 

【具体的な到達目標】 

 ・臨床研究倫理の基本的な考え方と、各種倫理指針の概要を説明できる。 

・公衆衛生倫理の基本概念と考え方を説明できる。 

 ・主な薬害の歴史とその教訓を論述できる。 

【授業の内容】 

（１） 臨床研究の歴史と研究倫理の考え方 

（２） 公衆衛生倫理の概要、公衆衛生倫理に関する小グループ学習 

（３） 薬害の歴史と教訓、薬害のドキュメンタリー（ビデオ学習） 

（４） 薬害研究の特別講義と薬害被害者の語り（講演） 

【アクティブラーニングの内容】 

倫理的課題について小グループでのディスカッションを行う 

【その他の工夫】 

動画コンテンツを活用する 

【時間外学修の内容と時間の目安】 

医療、医学研究に関する時事問題について情報を収集する(15h) 

収集した情報について授業で学んだ考え方や倫理的観点から考察する（15h） 

【教科書】 

教科書を指定しない。 

【参考書】 

医学・生命科学の研究倫理ハンドブック 神里彩子・武藤香織編 東京大学出版会 2015 年 

【成績評価の方法及び評価割合】 

筆記テスト 90％、受講状況・レポート 10％ 

【注意事項】 

集中講義のため、欠席回数が 2回以上の場合、試験の受験資格を与えません。 

【備 考】 

 

教員の実務経験の有無 ○ 附属病院の医師 

教員以外で指導に関わ

る実務経験の有無 
×  

実務経験をいかした 

教育内容 
診療や臨床研究の実務で起こる倫理的課題を教育プログラムに取り入れる。 

【授業形式】 

Zoom による授業を予定するが、対面となる可能性もある。 

 

 


